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ふるさとの川「荒川」 

１６年連続「水質が最も良好な河川」に！ 

～令和７年の国土交通大臣管理区間の河川水質調査結果から～ 

 

 

 

 

【水質調査対象河川の条件と評価基準】 

 ■全国の１６０河川のうち、以下の条件を満たす河川を対象とします。 

・一級河川本川：国土交通大臣管理区間に調査地点が２つ以上ある河川。 

・一級河川支川：国土交通大臣管理区間の延長が概ね１０ｋｍ以上で、かつ調査地点が２ 

つ以上ある河川。 

       荒川：直轄管理区間延長 13.0 ㎞、荒川橋と信夫橋の２地点で調査。 

  ■各調査地点での BOD(生物化学的酸素要求量)の年平均値及び７５％値の平均値が 0.5mg/ℓ(環

境省が定める BOD の報告下限値)である河川を、「水質が最も良好な河川」としています。 

        荒川の BOD 年平均値  R7： ０．５mg/ℓ   （ R6： ０．５mg/ℓ） 

        荒川の BOD７５％値   R7：<０．５mg/ℓ   （ R6：<０．５mg/ℓ） 

 
※BOD(生物化学的酸素要求量)とは、水のよごれを表す指標の一つで、河川水に含まれる微生物が水中のよ

ごれを分解する際に消費した酸素の量。 
 
※BOD７５％値とは、測定データを値が小さい(水質が良好)方から並べ、0.75×データ数番目(整数でない場

合は切り上げ)の値(例えば、BOD を毎月１回測定していた場合、水質の良い方(値の小さい方)から数えて

0.75×12＝９番目の値が７５％値となります。) 
 
※１６年連続での「水質が最も良好な河川」の維持は、流域の皆様の河川愛護意識の高揚、官民一

体での水質改善への取り組みの成果と考えられます。引き続き、ご協力等お願いします。 
 
※同日付で、国土交通本省（全国版）・東北地方整備局においても記者発表を実施しています。 
 

＜＜発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ ＞＞ 

 

 国土交通省では、昭和 33 年（東北地方：昭和 35 年）から一級河
川（大臣管理区間）において水質調査を実施しています。 

 令和７年(1 月～12 月)の水質調査結果が発表(７月２４日)され、
荒川が１６年連続で「水質が最も良好な河川」になりました。 

 < 問い合わせ先 > 
国土交通省  東北地方整備局  福島河川国道事務所 

住 所：福島市黒岩字榎平３６番地 
ＴＥＬ：０２４（５３９）６１２９ 

河川管理課長 遠藤
えんどう

 盛
もり

茂
しげ

（内線３３１） 

記者発表資料 



 
 

主要河川の地点別年平均水質 
令和７年水質調査結果 

・東北地方整備局管内の直轄管理区間において、「生活環境の保全に関する環境基準」のうち、ＢＯＤの値の 

平均値と７５％値を評価しています。 

・阿武隈川水系荒川が１６年連続で「平均的な水質（ＢＯＤ値）が最も良好な河川※」となりました。 

 

 

※ 「平均的な水質が最も良好な河川」の定義 
対象河川のうち以下の両方を満たす河川 
・各調査地点の BOD 年平均値について、全調査地点で平均をとった値が 0.5mg/ℓ 
・各調査地点の BOD75％値について、全調査地点で平均をとった値が 0.5mg/ℓ （0.5mg/ℓ：環境省の定める BOD の報告下限値） 

（対象河川） 
・一級河川（本川）：直轄管理区間に調査地点が２以上ある河川 
・一級河川（支川）：直轄管理区間延長が概ね 10km 以上、かつ直轄管理区間に調査地点が２以上ある河川 

令和７年の東北地方 20 河川の水質状況 ：報告下限値未満(0.5 未満) ：報告下限値(0.5) 
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